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論文肉容の要旨
本論文では、電磁波が生体に与える影響と電磁波による生体の ln V1VO 測定という観点から、
(1)電磁パルスの照射がマウスの概日リズム及び行動に与える影響を調べること、
(2)蚕卵の変態過程の in vivo測定に電磁波(マイクロ波)を応用すること。
を目的とした。
本論文の前半部では 11995 年兵庫県南部地震直前に蛋白質研究所で観測されたマウスの概日リズムの異常」のデ
ータを元に、地震の前の動物異常行動に関して以下のような研究を行った。
(1) 概日リズムが異常だ、ったどうかを評価するために、概日リズムの新規解析方法として The auto-correlation 
periodgram と The Phasegram を開発した。既存の概日リズムの解析方法は主に目視であり、主観的であった
が、本研究によって PC ソフトによる自動解析が可能になり、概日リズムの解析の客観性を向上させた。
(2) 兵庫県南部地震直前のマウスの概日リズムを The auto-correlation periodgram と The Phasegram で解析し、
地震の数日前に生体リズム(活動開始時間)が変化したことが分かつた。また、 1995 年 1 月 13 日には移動活
動量が普段の移動活動量より 30%以上減少し、 1 月 16 日には通常の 4倍以上に増加していたことが明らかに
なった。このマウスの通常時の 1 日の活動量の分散が正規分布に従うものと仮定すると、このような活動量の
変化が起きる確率は 0.3%以下であり異常行動であったことが示された。
(3) マウスに電磁パルスを照射し、行動と概日リズムへの影響を調べることにより、兵庫県南部地震直前のマウス
の概日リズムの異常と地震電磁波の関係を議論した。 7V/m の電磁パルス照射中のマウスは、落ち着きのない
行動が異常に増加し、移動活動量が減少することが明らかになった。マウス‘は電磁パルスの照射に反応して動
いていることは明らかであるにもかかわらず、概日リズムの観測系では移動活動量として観測されないので、
見かけ上電磁パルス照射によってマウスの行動は抑制されたように見えると考えられる。また、電磁パルス照
射後は、移動活動量が減少し、休息期の時聞が増加することが明らかになった。これらの結果から、 1995 年
1 月 13 日の活動量の減少は、地震電磁波によってマウスのその場での落ち着きのない行動が増えた結果起き
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たものであり、 1 月 16 日の活動量の増加は、 1 月 13 日より強し、電磁パルスによってマウスがパニックになっ
た結果動き回ったからと考えられる。つまり、兵庫県南部地震直前のマウスの活動量の異常は、電磁波によっ
て起き得る現象であることを示した。
本論文の後半部は、電磁波を用いた生体の in vivo 測定という観点から、電子スピン共鳴 (ESR) のマイクロ波に
よる蚕卵の in vivo測定について述べている。蚕卵を ESR で測定すると卵中の色素ラジカルが信号として観測される。
その信号強度が、解化直前の催青期に急激に変化することを見出した。
論文審査の結果の要旨
本論文では、電磁波が生体に与える影響と電磁波による生体の ln V1VO測定という観点から、
(1)電磁パルスの照射がマウスの概日リズム及び行動に与える影響を調べること、
(2)蚕卵の変態過程の in vivo 測定に電磁波(マイクロ波)を応用すること、を目的とした。
本論文の前半部では 11995 年兵庫県南部地震直前に蛋白質研究所で観測されたマウスの概日リズムの異常」のデ
ータを元に、地震の前の動物異常行動に関して以下のような研究を行った。 (1)概日リズ、ムが異常だ、ったかどうかを評
価するために、概日リズムの新規解析方法として The auto-correlation periodgram と The Phasegram を開発した。
既存の概日リズムの解析方法は主に目視であり、主観的で、あったが、本研究によって PC ソフトによる自動解析が可
能になり、概日リズムの解析の客観性を向上させた。 (2)兵庫県南部地震直前のマウスの概日リズムを The
auto-correlation periodgram と The Phasegram で解析し、地震の数日前に生体リズム(活動開始時間)が変化した
ことが分かつた。また、 1995 年 1 月 13 日には移動活動量が普段の移動活動量より 30%以上減少し、 1 月 16 日には
通常の 4倍以上に増加していたことが明らかになった。このマウスの通常時の 1 日の活動量の分散が正規分布に従う
ものと仮定すると、このような活動量の変化が起きる確率は 0.3%以下であり異常行動で、あったことが示された。 (3)
マウスに電磁ノミルスを照射し、行動と概日リズムへの影響を調べることにより、兵庫県南部地震直前のマウスの概日
リズムの異常と地震電磁波の関係を議論した。 7V/m の電磁パルス照射中のマウスは、落ち着きのない行動が異常に
増加し、移動活動量が減少することが明らかになった。マウスは電磁パルスの照射に反応して動いていることは明ら
かであるにもかかわらず、概日リズムの観測系では移動活動量として観測されないので、見かけ上電磁パルス照射に
よってマウスの行動は抑制されたように見えると考えられる。また、電磁パルス照射後は、移動活動量が減少し、休
息期の時間が増加することが明らかになった。これらの結果から、 1995 年 1 月 13 日の活動量の減少は、地震電磁波
によってマウスのその場での落ち着きのない行動が増えた結果起きたものであり、 1 月 16 日の活動量の増加は、 1
月 13 日より 5郎、電磁パルスによってマウスがパニックになった結果動き回ったからと考えられる。つまり、兵庫県
南部地震直前のマウスの活動量の異常は、電磁波によって起き得る現象であることを示した。
本論文の後半部は、電磁波を用いた生体の ln V1VO 測定という観点から、電子スピン共鳴 (ESR) のマイクロ波に
よる蚕卵の in vivo測定について述べている。蚕卵を ESR で測定すると卵中の色素ラジカルが信号として観測される。
その信号強度が、解化直前の催青期に急激に変化することを見出した。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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